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秋田県内に流通する農産物の残留農薬実態調査 (H18~H20)

松田恵理子 泉谷孝英 松渕亜希子 珍田尚俊

県内に流通する農作物について，ポジティブリスト制の施行後 3年間に実施した残留腰薬検査結果

をまとめに県内産農作物 120検体（延べ 17,395件），県外産農作物 92検体（延べ 13,504件），輸

入農産物 35検体（延べ 5,400件）の検査を実施した。農薬が検出された検体は，県内産では 61/120

検体 (50.8%), 県外産では 57/92検体 (62.0%), 輸入品では 17/35検体 (48.6%) であり，検出さ

れた展薬数は，県内産では 114/17,395件 (0.66%), 県外産では 128/13,504件 (0.95%), 輸入品で

は 34/5,400件 (0.63%) であった。県内産は，農薬が検出された検体の割合，検出された農薬の割合

とも県外産に比べて少ない状況であった。県外産では，一律基準 (0.01ppm)違反が 2検体認められ，

キャベツからホスチアゼートが 0.12ppm, 未成熟インゲンから EPNが 0.23ppm検出された。いずれ

も生産県に連絡され，原因調査のうえ改善措置がなされた）

1.はじめに

平成 18年5月より施行された農薬等の残留に

関するポジティブリスト制度により，残留農薬

に関する基準が大きく変更され，規制対象物質

数がそれまでの約 280から約 800に増加した。

これら規制対象物質は，農作物ごとに基準が定

められており，残留基準が定められていない農

薬等についてはいわゆる一律基準として 0.01

ppmが適用された 3 この制度に対応するために，

より精度が高くかつ迅速な一斉分析法が必要と

なる，本センターでは， 0.01ppm レベルでの精

度を高め，多種類の農薬を効率よく分析するた

めに，超臨界流体抽出 (SFE)-GC/MSにより農

薬残留検査を実施してきた 1) 。さらに，

LC/MS/MSを導入し，一斉分析による分析項目

数を増加させ，県内に流通する食品の安全を確

認してきた3 ポジティブリスト制施行後 3年間

の残留農薬実態調査結果をまとめたので，報告

する。

2. 方法

2.1 対象農産物

平成 18年～20年に県内で生産もしくは流通

した畏産物 247検体を対象に残留農薬検査を実

施した。内訳は表ー1に示すように，県内産は 15

作物， 120検体，県外産は 9作物， 92検体，輸

入農作物はブランチング野菜 2種を含む 8作物，

35検体である，9
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2.2 検査項目

県内の農薬販売晶を調査し，販売量が多い農

薬を中心に 204項目を測定対象とした。 GC/MS

では回収率が 70~120%, LC/MSIMSでは 50~

120％の項目を測定可能項目とした。

2.3 試薬など

・標準品：和光純薬，関東化学，林純薬工業製

を用いた，）

・標準原液：各標準品をアセトンに溶解し 500

mg/Lとなるように調製した。

・混合標準溶液： GC/MS用は関東化学製農薬混

合標準液 22,34, 31と個別に調製した標準原

液から 0.5μg/mlアセトン溶液を調製した，）

LC/MS/MS用は個別に調製した標準原液から

1 μg/mlメタノール (MeOH) 溶液を調製し，

検量線作成に用いたコ

・固相抽出カラム： GLサイエンス社製 GL-Pak

GC/PSA (300 mg/500 mg)と GL-PakSAX/PSA 

(500 mg /500 mg)を用いた。

・限外ろ過膜：ミリポア社製 amiconUL TRAFREE-

MC30000を用いた。

2.4装置

• GC/MS : Agilent社製 6890ガスクロマトグラ

フおよび 5973N質量分析計

• LC/MS/MS : Agilent社製 1200液体クロマトグ

ラフおよびアプライドバイオシステムズ社製

API4000タンデム型質量分析計
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2.5 測定条件

①GC/MS条件

・カラム： DB-XLB(0.25 mm i.d. X 30 m, 0.10 μm; 

J&W) 

・カラム温度： 80℃(1min)-20℃/min-140℃(0 

min)-4℃/min-200℃(0 min)-8℃/min-300 

℃(5 min) 

・注入口温度： 230℃

・イオン源温度： 23()℃

・注入方法：パルスドスプリットレス（注入時

圧 30psi, 1 min) 

・注入量： 4μl（但し Hl8~19は 2μI) 

②LC/MS/MS条件

・カラム： AtlantisT3(2.1 mm i.d. X 150 mm, 3 μm; 

Waters) 

・移動相： A液； 10mmol/L酢酸アンモニウム

含有 0.05％ギ酸水溶液， B液； MeOH

・グラジェント条件：

時間（min) 0 6 

A 液（ml) 80 80 

B 液血ll 20 20 

・流速： 0.2ml/min 

・注入量： 10μI 

10 25 25.1 30 

5 5 80 80 

95 95 20 20 

・イオン化法： ESIポジティブモード

•分析モード： MRM

・イオン源電圧： 5500V 

・イオン源温度： 550℃

2.6 試験溶液の調製

2.6.1 GC/MS法

分析フローを図」に示した。西名ら 2) の方法

を参照した SFE-GC/MS法により行った。粉砕し

た試料 2gにウェットサポート 3g加え，スパー

テルですり潰すように混合し，カートリッジに

充填し，モディファイヤーとしてアセトン 0.5

ml加えた。これを SFE抽出し，抽出液を濃縮後，

GC/PSAで精製し，ヘキサン：アセトン (1: 1) 

で最終 0.5ml (4倍濃縮）とし， GC/MSには 2μI 

注入した。ただし，平成 20年度は高極性典薬の

抽出効率を高めるために，モディファイヤーと

して用いたアセトンの代わりにイオンペア試薬

として 1ーヘキサンスルホン酸ナトリウム (HXS)

を 0.5g加えてから SFE抽出し， ミニカラム精

製は葉緑素を多く含むほうれん草の場合

GC/PSA, その他は SAX/PSAで精製した。試験
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溶液はアセトンに溶かし，最終 Iml (2倍濃縮）

とし， GC/MSには 4μI注入した。また，脂肪含

量が多い玄米はミニカラム精製の前にヘキサン

／アセトニトリル分配による脱脂操作を加えた'.)

定量限界はいずれの年度も各展薬で 0.005ppm 

である D

2.6.2 LC/MS/MS法

分析フローを図-2に示した。畠山ら 3) の方法

を参考に MeOH抽出ー希釈法により行った。粉

砕した試料 5gに MeOH20 ml加えて 30分振と

う抽出し，遠心分離後の上清に水を加えて 25ml 

とした。これを Iml分取し， 50%MeOHを 9ml 

加えて混合 (50倍希釈）した後，限外ろ過フィ

ルターUF-MC30000でろ過したものを試験溶液

とした。定量限界は各農薬で 0.005ppmである。

3. 結果と考察

農産物の検査概要を表」に示した口平成 18

から 2()年度まで総検査件数（検体数x分析項目

数） 36,299件の残留典薬検査を実施したところ，

延べ 276件の農薬が検出 (0.76%) された。検

査件数に占める検出典薬の割合は県内産が

114/17,395件 (0.66%), 県外産が 128/13,504

件 (0.95%), 輸入農作物が 34/5,400件 (0.63

％）であり，いずれも 1％以下の低い検出比率

であった）残留農薬が検出された検体の割合は

県内産が 61/120(50.8%),県外産が 57/92(62.0 

％），輸入典作物が 17/35 (48.6%) であった。

農薬が高頻度に検出された作物は県内産ではリ

ンゴ I0/10, エダマメ 5/6, トマト 20/29, ゲンマ

イ 9/14, リンゴジュース 5/9で，県外産ではキ

ュウリ 14/14, トマト 17/20, 日本なし 5/6, ピー

マン 8/10, インゲン 4/7,キャベツ 5/8で，輸入

農作物ではグレープフルーツ 5/5, レモン 5/8,

パプリカ 6/12であった。

3.1 県内産農作物

作物別股薬検出状況（県内産）を表ー2に示し

た。検出された腰薬は殺虫剤が 24種 51件，殺

菌剤が 16種 63件であり，除草剤の検出はなか

った 3 検出頻度が高い典薬は，クロルフェナヒ゜

ル，クレソキシムメチル，イプロジオン，フサ

ライド，ボスカリドであった。県内産で多種類

の典薬が検出されたのはリンゴで 18種，トマト
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表ー1 農作物の残留農薬検査状況

産地 検体名 検体数 検農出検薬体 測定項目数 検査件数＊ 検出農薬数（延ぺ）

リンゴ 10 10 104~180 1386 33 
エダマメ 6 5 138 828 ， 
トマト 29 20 1 12~204 4421 35 
ゲンマイ 14 ， 104 1456 10 
リンゴジュース ， 5 159 1431 5 
キュウリ 20 8 109~199 2930 14 

県内産
日本なし 1 1 107 107 3 
キャベッ 2 1 1 1 2 224 2 

［ 検出率］ ブロッコリー 4 1 178 712 2 50.8% 
パプリカ 1 1 164 164 1 
アスパラガス 8 

゜
140 1120 

゜メロン 7 

゜
146 1022 

゜ピーマン 5 

゜
179 895 

゜ホウレン草 3 

゜
180 540 

゜インゲン 1 

゜
159 159 

゜15作物 120 61 17395 114 
キュウリ 14 14 113~161 1870 21 
トマト 20 17 125~197 3076 39 
ピーマン 10 8 164~179 1715 41 

県外産
キャペッ 8 5 112 896 6 
日本なし 6 5 107 642 ， 

［ 検出率］ インゲン 7 4 159~199 1034 7 62.0% 
ミカン 1 1 3 159~180 1854 3 
ホウレン草 3 1 180 540 2 
ブロッコリー 13 

゜
113 1877 

゜9作物 92 57 13504 128 
グレープフルーツ 5 5 120 600 5 
レモン 8 5 120~135 1020 5 

帷入品
パプリカ 12 6 164~179 2088 23 
野菜冷凍食品(2食品） 2 1 199 398 1 

〔検出率］ アスパラガス 4 

゜
162 648 

゜48.6% 
ブロッコリー 3 

゜
1 78 534 

゜ブドウ 1 

゜
112 112 

゜2食品・6作物 35 17 5400 34 
総数 2食品・20作物 247 135 36299 276 

検査件数・：検体数 x項目数

皿ホモジナイズ バイオミキサーで粉砕
I 

粉砕試料 2g採取← 1一^キサンスルホン酸ナトリウム 0.5g* 

混[-ゥェットサポート 3g 

混合 スパーテルで潰すように混合
| 

カートリッジに充填

I 

SFE抽出

I 

脱脂 （玄米のみヘキサンアセトニトリル分配）

I 

精［＿宮霊°占悶盆ぶ゚ m:g。omg)

nーヘキサン：アセトン(3:1) 20 mlで溶出

定容 7セトンで1ml 
| 

直
ホモジナイズ バイオミキサーで粉砕

| 
粉砕試料5g採取

~MeOH 20ml 

振とう抽出 30 min 

I 
遠心分離 3,000 rpm, 10 min 

| 
メスアップ 水で25ml 

| 
分取 1ml 

I 
メスアップ 50% MeOHで10ml 

I 

分取 0.4 ml 

I 

限外ろ過 UF-MC30,000 

I 8,500 rpm, 30 min 

GC/MS LC/MS/MS 

*1-心サン刃レホン酸ナトリウム1まH20年度のみ添加

図ー1分析フロー (GC/MS) 図ー2分析フロー (LC/MS/MS)
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で 16種，キュウリで 10種であった，う特にリンゴ

では検査した 10検体総てから何らかの農薬が検

出され，複数腰薬の検出検体の割合が 9/1()と多

かったが，残留レベルは低<, 1検体でプロパル

ギットが基準値の 10％以上のレベルで検出され

た他は基準値の 10％未満の残留量であった）加

工品のリンゴジュースからも低濃度の展薬が検

出され，加工により農薬が分解せずに残留する事

例がみられた3 他にキュウリのチアメトキサム 1

件が基準値の 10％以上残留していた。基準値の

10％以上の残留は 2/114件(1.7%) にすぎず，

ほとんどが基準値の 10％未満の低い残留レベル

であった。

3.2 県外産農作物

作物別典薬検出状況（県外産）を表-3 に示し

たこ検出された展薬は殺虫剤が 28種 68件，殺菌

剤が 13種60件であり，除草剤の検出はなかった。

検出頻度の高い膜薬はプロシミドン，イプロジオ

ン，クロルフェナヒ゜ル，ピリダベンであった。一

律基準 0.01ppmを超えた例が 2例あり，キャベ

ツからホスチアゼートが 0.12ppm, インゲンか

らEPNが 0.23ppm検出された。これらは作物に

適用のない農薬の検出であり，基準値違反を生産

県の農政部へ通知し，原因調査と改善指導がなさ

れた。

EPNは分析報告例も多く，検出率が高い典薬

であるが，インゲンヘの適用は認められていな

い生産県への連絡により，生産農家がインゲン

への適用がないことを知らずに EPN乳剤を使用

したことによることが判明し，股家が所属する生

産者グループヘの確認と再発防止策がとられた，J

キャベツから検出されたホスチアゼートにつ

いて生産県よる調査がなされたが，同じ生産者の

キャベツからはホスチアゼートが検出されず，当

該農薬の使用を確認できなかったため，原因不明

として処理された。ホスチアゼートはネコプセン

チュウの駆除を目的に土壌に散布される粒剤で，

汎用されている1.5％粒剤は広範囲の作物に適用

されているが，キャベツヘの適用はない。土壌ヘ

の残留事例では，農薬の形態や施用方法が影響す

るとされており 4, 5), 散布時に粒剤が偏って散

布された場合は分解せずに残留している可能性

もある。ホスチアゼートについてはミズナ（東京

都，茨城県） 6, 7 l, キュウリ（東京都） 6l, イ

チゴ（栃木県） 8) で基準値を超過して検出した

事例が報告されており，今後も監視項目として継

続調杏していく必要があると考える。

その他検出された典薬の残留レベルをみると，

基準値の 10％以上検出されたのは， ピーマンの

クロルフェナヒ゜ルが 2件，プロシミドンが 1件，

ペルメトリンが 2件の全部で 5件，基準の 10%

以上の検出は 5/128件 (3.9%) であり，ぽとん

どが 10％未満の低レベルの残留であった。

3.3 輸入農作物（野菜冷凍食品を含む）

作物別典薬検出状況（輸入農作物）を表4 に

示した。検出された農薬は殺虫剤が 10種 21件，

殺菌剤が 4種 13件であり，除草剤の検出はなか

った。検出頻度の高い農薬は OPP, クロルヒ°リ

ホス，プロシミドン，ジノテフランであった'.l l 

作物から多数の典薬が検出されたのはパプリカ

で 10種検出されたが，他は作物と検出畏薬の組

み合わせが比較的限られており，レモンで殺虫剤

のクロルピリホス (4/8),グレープフルーツで殺

菌（防ばい）剤の OPP(5/5)が多く検出された。

基準値の 10％以上のレベル腰薬が検出されたの

は， 4/34件 (11.8%) であり，グレープフルーツ

の OPPI件， レモンのクロルピリホス 1件，パ

プリカのボスカリド 2件であり，このうちグレー

プフルーツの OPPは基準値の 30％を超えてい

た，）

3.4県内産とその他地域の農薬検出率等の比較

県内産の典薬検出率は 50.8％で県外産の 62.0

％より低く，また，農薬が基準値の 10％以上の

レベルで残留した農作物の割合も県外産 3.9%,

輸入農作物の 11.8％に比べて県内産では1.7％と

低く，典薬検出率，残留レベルともに県外産に比

べて低い状況であった，）

-98 -

図-3 に系統別農薬検出率を示した 3 県内産展

作物は県外産農作物に比べてヒ°レスロイドの検

出率が高く，有機塩素系，有機リン系の農薬検出

率が低い傾向にあった。ピレスロイドは人に対す

る毒性が比較的低く，局所的な影幽に限られるこ

と，また，害虫にのみ強力に作用するため，毒性

が比較的高い有機塩素系，有機リン系，カーバメ

ートに比べると典作業者に負担の小さい典薬で

ある．コ農薬要覧 (2008) を参考に平成 19年度の

展薬販売量の系統別比率（図-4) を作成し，系統
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表ー2 作物別農薬検出状況（県内産）

（単位：pgm)
作物名 検体数 検出検体 農薬種類数 捻出農薬名 件数 検出濃度 基準値

キャベッ 2 1 2 
クロルフェナピル 1 0.013 1 
フェンバレレート 1 0.053 3 
クロルフェナピル 3 0.009~0.024 1 
プロシミドン 3 0.012~0.066 5 
シペルメトリン 1 0.008 0.5 
チアメトキサム 1 0.058 .. 0.5 

キュウリ 20 8 10 トルフェンピラド 1 0.031 1 
アゾキシストロビン 1 0.030 1 
ビテルタノール 1 0.012 0.5 
ポスカリド 1 0.023 5 

カルベンダジム・ 1 0.029 
} 3 チオファネートメチル 1 0.018 

イプロジオン 8 0.005~0.46 5.0 
ジエトフェンカルブ 5 0.011~0.077 5.0 
ボスカリド 3 0.011~0.14 5 
クロルフェナピル 3 0.024~0.037 1 

カルベンダジム＊ 2 0.033~0.091 ｝ 3 
チオファネートメチル 2 0.11~0.29 
シペルメトリン 2 0.011~0.043 2.0 

トマト 29 20 16 
プロシミドン 2 0.007~0.042 5 
アクリナトリン 1 0.005 0.5 
アセタミブリド 1 0.046 5 
イミダクロプリド 1 0.010 1 
エトフェンプロックス 1 0.098 2 
クロロタロニル 1 0.26 5 
ペルメトリン 1 0.012 1.0 

メタミドホス・ 1 0.088 2.0 
メパニピリム 1 0.059 5 
クレソキシムメチル 8 0.005~0.071 5 
クロルフェナピル 5 0.017~0.059 1 
ボスカリド 3 0.023~0.025 3.0 

プロパルギット 2 0.17~0.46 .. 3 

カルベンダジム・ 2 0.033~0.067 3 
アセタミプリド 1 0.016 5 
イプロジオン 1 0.14 10 
カルバリル 1 0.030 1.0 

リンゴ 10 10 18 クロルピリホス 1 0.020 1.0 
ジノテフラン 1 0.015 0.5 
シハロトリン 1 0.010 0.4 
シフルトリン 1 0.020 1.0 
シプロジニル 1 0.013 5 

デルタメトリン・ 1 0.007 2 

トリフロキシストロビン 1 0.13 3 

ビフフェルフンェパンブリトロネリパーントトリン
1 0.009 0.5 
1 0.10 5 
1 0.006 0.5 

リンゴジュース ， 5 2 アクレセソタキシムメチル 3 0.009~0.015 5 
タミブLJド 2 0.014~0.024 5 

ゲンマイ 14 ， 2 
フサフイド ， 0.006~0.030 1 
フルトラニル 1 0.010 2.0 
シペルメトリン 4 0.012~0.064 5.0 

エダマメ 6 5 4 
エトフェンプロックス 3 0.007~0.044 5 

オプキロパサルジギキッシトル
1 0.018 5 
1 0.007 3 

パプリカ 1 1 1 イプロジオン 1 0.096 5.0 

ブロッコリー 4 1 2 
アセフェート 1 0.034 5.0 

メタミドホス＊ 1 0.025 1.0 

クロルフェナビル 1 0.062 1 
日本なし 1 1 3 シペルメトリン 1 0.048 2.0 

フェンバレレート 1 0.011 2.0 

96 61 24 蜀由書1 51 
16 穀菌翻 63 

心登録なし 虹基準値の10％以上検出
| 1 ：殺虫剤
I l ：殺菌剤
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表ー3 作物別農薬検出状況（県外産）

作物名 筏体 敬 凰・ー・-.

疇 如 捻出塵瑾タ 件数
トルクロホスメチル 2 
イプロジオン 1 

キャベッ 8 5 5 フェンバレレート 1 

マホラスチチオアンゼート
1 
1 

フロシミドン 13 
クロルフェナビル 4 

キュウリ 14 14 6 イプロジオン 1 

エトフェンプロッルクブス 1 
ジエトフェンカ） 1 
ピリダベン 1 
イピプリダロジオン

， 
ペン 4 

ジエトフェンカルブ 3 
フェンヘキサミド 3 
イミダクロプリド 2 

カルベンダジム＊ 1 

チオフ詮ートメチル 2 
チアク リド 2 
プロシミドン 2 

トマト 20 17 20 ボスカリド 2 
アセフェート 1 

アセトフタェミンププリド 1 

エト ロックス 1 
カルポフラン 1 
クロチアニジン 1 
クロルフルアズロン 1 
クロロタロニル 1 
トリフルミゾール 1 
フルジオキソニル 1 

クロルフェナピル 5 

ピリダベン 4 
プロシミドン 4 
トリフルミゾール •Mt 3 

ミイクプロロブジタオニンル
3 
2 

イミダクロプリド 2 

ペルメトキリンシ 2 

ピリプロ フェン 2 
トリフルミゾール 1 
スルプロホス 1 

ピーマン 10 8 23 クレソキシムメチル 1 

アクリタナミプトリリン 1 
アセ ド 1 

オアセメトフエェーートト＊ 
1 
1 

クロテチフアラニンジン 1 
ジノ 1 

ジメフトエェーンピト 1 

トル 穿 1 
フェノブカル 1 
フルフェノクスロン 1 

メタミドホス＊ 1 

エトフェンプロックス 3 

EPN 1 
インゲン 7 4 5 イプロジオン 1 

プロシミドン 1 
ペルメトリン 1 

ミカン 11 3 3 ジノ丁フフン 3 
クレソキシムメチル 4 
クロルフェナピル 2 

日本なし 6 5 5 シフルトリン 1 
シペルメトリン 1 
ペルメトIJン 1 

ほうれん草 3 1 2 ジイミノダテクフロラブンリド 1 
1 

79 57 
28 殺虫剤 68 
13 毀菌斉II 60 

＊農薬登録なし
| 1 ：殺虫剤
| 1 ：殺菌剤
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（単位 P[m) 

検出濃庶 瀑準値

0.006~0.16 2 
0.005 5 
0.096 3 

0.12*** 0.01 
0.087 2 

0.006~0.49 5 
0.005~0.026 1 

0.009 5.0 
0.007 2 
0.009 5.0 
0.022 1.0 

0.006~0.18 5.0 
0.008~0.032 1.0 
0.007~0.013 5.0 
0.010~0.023 2 
0.010~0.022 1 

0.006 ｝ 
0.011~0.020 

3 

0.011~0.014 1 
0.005~0.048 5 
0.021~0.048 5 

0.036 5.0 
0.033 5 
0.013 2 
0.006 0.5 
0.026 3 
0.016 2.0 
0.044 5 
0.041 2.0 
0.014 2 

0.006~0.1 8” 1 
0.054~0.17 3.0 

0.10~0.88° 5 
0.011~0.086 5.0 
0.007~0.037 1.0 
0.23~0.25 10 

0.016~0.017 3 

0.44++~0.57++ 3.0 
0.18~0.25 5 

0.023 5.0 
0.051 5 
0.045 2 
0.031 1 
0.093 5 
0.018 5.0 
0.029 1 

0.13 3 
0.011 3 
0.013 1 
0.23 3 
0.015 2.0 
0.066 1 
0.078 2.0 

0.010~0.10 5 
0.23*** 0.01 
0.020 5.0 
0.009 1 
0.066 3.0 

0.017~0.025 2 
0.009~0.39 5 
0.01 1 ~0.078 1 

0.012 1 
0.026 1 
0.047 2 
0.23 5 
0.17 15 

＊＊基準値の10％以上検出
＊＊＊一律基準違反
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表ー4 作物別農薬検出状況（輸入農作物）

パプリカ

野菜冷凍食品

（塩ゆで枝豆、インゲン）

グレープフルーツ

12 

2
 

6
 

10 

クロルピリホス
メ↓チダチオン
シノテフラン
プロシミドン
イミダクロプリド
アセタミプリド
アゾキシストロビン
クロチアニジン
クロルフェナピル
ボスカリド
インドキサカルブ
テブフェンピラド

エトフェンプロックス

4
1
-
4
4
3
2
2
2
2
2
1
1
 

（単位：

百
0.028~0.11 ** 

0.38 
0.018~0.14 
0.078~0.41 
0.016~0.045 
0.055~0.11 
0.056~0.12 
0.012~0.024 
0.019~0.10 
0.18**~0.21** 

0.022 
0.028 

2

5

 

1

0

i
 

i
n
1
5
-
5
5
3
5
3
3
1
.
1
 

0.030 5
 

5
 

5
 

OPP 0.37~3.7** 10 

27 17 

ー＿
10-4

5-21-13 ＊農

| 1：殺虫剤
| 1 ：殺菌剤

＊＊ の10％以上検出

別検出農薬と比較したっ秋田県では検出農薬と同

様に有機塩素系，有機リン系農薬の販売量が少な

く，使用されている農薬は人への毒性の低いもの

へ移行しつつあると推測した。

5検体以上検査した農作物について，県外産と

県内産農作物の農薬検出率を比較した（図-5) 0 

ピーマン，キュウリ，トマトの農薬検出率は県内

産の方が少ない傾向にあったロ

今回の調査では，対象農作物と農薬検査項目が

限られていたので一概には言えないが，県内産の

農作物の農薬検出率，残留レベル，検出農薬数は

県外産に比べて低い状況であった。さらに今後も

農作物数，検査項目等を増加し，県内に流通する

食品の安全を確認していく予定である。

3.5 無登録農薬の検出

国内産の農作物からオメトエート 1件，メタミ

ドホス 3件，デルタメトリン 1件，カルベンダジ

ム 6件の無登録農薬が微量に検出された。オメト

エート，メタミドホス，デルタメトリン，カルベ

ンダジムはそれぞれ国内登録のあるジメトエー

ト，アセフェート， トラロメトリン，ベノミル，

チオファネートメチルの代謝物であることが知

られている。今回の検出例は畏薬使用履歴から典

薬原体の使用が明らかであり，さらに典作物から

は農薬原体と代謝物が同時に検出され，検出量も

微量であった。このことから，国内産農作物に残

留していた無登録農薬は国内で登録されている

有機塩素系

有機リン系

カー／＼・メート

ピレスロイド

その他

図ー3

有機塩素系

有機リン系

hーIヽ・メート

ピレスロイド

図ー4

ピーマン

トマト

キュウ1)

゜
10 20 30 40 50% 

系統別農薬検出率の比較

゜
2
 

4
 

6
 

8 % 

農薬販売皇の系統別比率 (H19)

： 7 

7 

I - -

゜
25 

図ー5

50 75 100 % 

作物別農薬検出率

-101 -



秋田県健康環境センター年報第4号 2008

典薬の代謝物と考えられ，無登録典薬の使用では

ないと推定される。

4. まとめ

l)県内に流通した農作物 247検体について残留

展薬検査を実施した 3 総検査件数 36,299件の

うち延べ 276件の農薬が検出された，）

2)検出された典薬数は，県内産では 114/17,395

件 (0.66%), 県外産では 128/13,504件 (0.95 

％），輸入典作物では 34/5,400件 (0.63%) で

あった。

3)農薬が検出された検体の割合は県外産 (62.0

％）より県内産（50.8%) の方が低かった。

4)農作物の典薬残留レベルは低く，検出された

典薬の中で，基準値の 10％以上の残留レベル

の割合は県外産 5/128件（3.9%), 輸入農作

物 4/34件(11.8%)に比べて県内産 2/114件(J.7

％）の方が低い状況であった。
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